
(5) 数列 {  } は初項 ＝ 2，公比 3 の等比数列とし，数列 {  } は初項 ＝ 2，公比 －3 の等比数列とする。 このan a 1 bn b 1

とき，2つの数列 {  }，{  } の一般項 ，  は  を用いて， ＝  ， ＝  と表される。 2つの数列an bn an bn n an ネ bn ノ

{  }，{  } において， ＝  を満たすような項  の値だけを小さいものから順に並べて得られる数列を {  } とすan bn an bn an cn

る。 数列 {  } は初項  の値が ＝  ，公比の値が  の等比数列である。 また，3つの数列 {  }，cn c 1 c 1 ハ ヒ an

{  }，{  } について，初項から第  項までの和を それぞれ ， ，  とするとき， ， ＋  の値を求めると，bn cn n S n T n U n U 3 S 5 T 5

 ＝  ， ＋  ＝  である。U 3 フ S 5 T 5 ヘ
 

定数  に対して，  の 2次関数  (  ) は  (  )＝ ＋  －   (  )   ＋ 3   (  )  を満たすものとする。a x f x f x x 2 a 
0

 1
f t dt x 

0

 1
f t dt(4)

＝   (  )  とおくとき，  (  )＝ ＋（ － ） ＋ 3  と表されるので，不定積分   (  )  は ， ，  を用いてb 
0

 1
f t dt f x x 2 a b x b 


f t dt a b t

  (  )  ＝  ＋  （ただし，  は積分定数） と求まる。 ここで，定積分 ＝   (  )  を求めることにより，

f t dt ツ C C b 

0

 1
f t dt

 は  の式で ＝  と表される。 さらに，微分係数 ′ (1 ) の値が ′ (1 ) ＝ 4 であるとき， ，  の値を求めると，a b a テ f f a b

＝ ， ＝  であり，このとき，関数  (  ) は ＝  で最小値  をとる。a ト b ナ f x x ニ ヌ
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解答はすべて解答用紙に記入せよ。  
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　　 　 １ 　次の文の  の中に入れるべき適当な数または式を解答欄に記入せよ。
　　

(1) 定数  に対する  の 2次関数  (  ）＝ ＋ ＋1 がある。 放物線 ＝  (  ） の頂点の  座標は  を用いたa x f x x 2 ax y f x x a

式で  と表されるので，この  座標 が －1 ＜ ＜ 3 を満たすときの  の値の範囲を求めるとア x ア ア a

＜ ＜  である。 また，放物線 ＝  (  ） が  軸と異なる 2つの共有点をもつときに  がとりうる値のイ a ウ y f x x a

範囲は ＜  ， ＜  である。 ゆえに，2次方程式  (  ）＝ 0 が －1 ＜ ＜ 3 の範囲で異なる 2つのa エ オ a f x x

実数解  をもつときに  がとりうる値の範囲を求めると ＜ ＜  である。x a カ a キ  

(2) 男子中学生 1人と男子高校生 4人，および女子中学生 1人と女子高校生 3人を合計した 9人の中から，4人を選んで

組を作るとき，次の （ⅰ） ～ （ⅴ） の組の作り方に関する場合の数を求めることができる。

（ⅰ）　男子だけからなる組の作り方は  通りある。ク

（ⅱ）　女子が少なくとも 1人含まれる組の作り方は  通りある。ケ

（ⅲ）  男子 2人と女子 2人からなる組の作り方は  通りある。コ

（ⅳ）　男子 2人と女子 2人からなる組のうちで，中学生が 2人とも含まれる組の作り方は  通りある。サ

（ⅴ）　男子 2人と女子 2人からなる組のうちで，中学生が 1人だけ含まれる組の作り方は  通りある。シ  

　
(3)  を虚数単位とする。 複素数α＝ －1＋ 2  について，α と共役な複素数 α を求めると，α ＝  である。 まi i

 
ス

た，複素数 
α

－7＋ 4  
 を計算して 

α

－7＋ 4  
＝ ＋  と表したときの実数 ，  の値は ＝  ， ＝ 

i i
a bi a b a セ b ソ

である。 さらに， 2つの複素数 α，α を解とする 2次方程式を ＋ ＋ ＝ 0 とすると，実数の定数 ，  の値は


x 2 cx d c d

＝  ， ＝  である。c タ d チ  
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解答はすべて解答用紙に記入せよ。 

 

 

( 以下の余白は計算用に使ってよい。) 

 

　
 O を原点とする座標平面上に，2点 A ( 4，0 )，B ( 3，3 ) がある。 いま，点 O に関する 2点 A，B の位置ベクトルを  ２

それぞれ ，  とする。 このとき，次の (1)，(2) について，(1) は文中の  の中に入れるべき適当な数を，(2)

a


b  

は解答の過程と答えを，それぞれ解答欄に記入せよ。

ベクトルの大きさ |  |，|  | と 内積 ・  の値を求めると，|  | ＝  ，|  | ＝  ， ・ ＝  で

a


b


a


b


a ア


b イ


a


b ウ(1)

ある。 したがって，cos∠AOB  の値が cos∠AOB＝  と求まる。 また，線分 AB を 3 ： 2 に外分する点を Cエ

とし，点 O に関する点 C の位置ベクトルを  とする。  を ＝   ＋   と表すときの実数 ，  の値を求めると，

c


c


c p


a q


b p q

＝  ， ＝  である。p オ q カ  
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　 点 O から直線 AB に下ろした垂線と直線 AB との交点を H とし，点 O に関する点 H の位置ベクトルを  とする。

h(2)

 を ＝ ( 1 － )  ＋   と表すときの実数  の値を求めよ。 また，△OAH，△OHB の面積を それぞれ ，  と 

h


h t


a t


b t S 1 S 2

するとき，  の値を求めよ。 ただし，解答の過程に関して，（1）で求めた結果は そのまま用いてよい。
S 2

S 1
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(1) ア －
2

a

 
イ －6 ウ 2 エ －2 オ 2 カ －

3

10

 
キ －2 

  

(2) ク 5 ケ 121 コ 60 サ 12 シ 30 

  

(3) ス －1－ 2  i  セ 3 ソ 2 タ  2 チ  5 

 

(4) 

ツ 
3

1
＋ 

2

－
＋ 3t 3

a b
t 2 bt

 
テ －3 － 

3

2
b

 
ト 

3

4

 
ナ －

3

2

 

ニ －1 ヌ －3 

 

(5) ネ 2・3
 n－ 1

 ノ  2・（－3）n
－ 1

 ハ  2 ヒ 9 フ 182 ヘ 364 

 

 

 

(1) ア 4 イ 3 2  ウ 12 エ 
2

1

 
オ －2 カ 3 

 

(2) 

解   

 

答 

 

の 

 

過 

 

程 

　
AB ·   ＝(  －  ) · ( 1 － )  ＋   ＝ ( 1 － ) ・ ＋  |  | －( 1 － ) |  | －  ・  
 

h

b


a t


a t


b t


a


b t


b  2 t


a  2 t


a


b

＝12( 1 － ) ＋18  －16( 1 － ) －12  ＝10  －4t t t t t

   ここで，直線 AB と直線 OH が直交することから，AB ·   ＝0 となるので，10  －4 ＝0 ⇔  ＝
5

2
 となる。

 
h t t

したがって，  ＝
5

3  ＋2
 となり，点 H は線分 AB を 2 ： 3 に内分する点である。 そのため，線分 AH 


h


a


b

   と 線分 HB の長さの比は AH ： HB ＝2 ： 3 となる。

ゆえに， ：  ＝2 ： 3 となり，  ＝
3

2
 となる。S 1 S 2 S 2

S 1
■

 

 

答 ＝ 
5

2
t

 

＝ 
3

2

S 2

S 1
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